
捩鼈|《社内報》

2/21～ 2/28ま で、生まれて初めて中国上海に行ってきました。
・

主目的は、ポ リエチレン袋の製袋工場 。不織布工場の視察ですが、実

は、個人的に興味があったのは、華僑同士の合弁企業交渉立会いでした。

雑談で前回までの交渉内容を復習 し、交渉当事者以外にも2名 (立会

人と伝達係)がテーブルにつき、あとの関係者は別室に控えます。その

伝達のやり取 り、交渉後の全員を集めての内容確認大演説、確認書面の

作成など、 日本のそれとはかなり異質です。時間も食事以外に3時間は

平気です。言葉は全 くわかりませんが、 しかしその雰囲気はとてもワク

ワクするものでした。

また大寒波の雪にもあい、大都会上海の交通機関の大混乱も体験することができました。そんな大混雑の

中、寧波まで 4B寺間かかつて列車で行きました。新幹線での出張と違い、窓の外をゆっくり流れる景色は、

なかなか良いものです。寧波も開発が進みつつあり、外資を入れたいと躍起の

ようです。水産加工品の町、石浦では「日本の会社と合弁 したい」という水産

加工の国営公司の人が、なぜか待ち構えていました。最新設備をいれたいが、

何をいれたら何ができるのか、さつぱり情報がないと嘆いていました。 (水産

加工品にお詳 しい方、助けてやってください。)

酒はさっぱリダメでも雑食性の私は、食事では苦 しみませんで した。「いた

だきます」と合掌 し、大げさにやったら「何それ ?」 と聞かれ、

全てへの感謝の気持ちの表現だと教えてや りました。「食べる

こと=楽 しむこと」と考えている彼らには、少 しは新鮮だっ

f時で鸞鰈国彎榔

た

il喜 :黒ぃ面 も含めて、「人 とその人間関係」だけがすべ  踪

てを取 り仕切っている印象の上海でした。 西 □ 悦 史

上海の不織布工場

寧波石浦の中心街

『リ
ス
ト
ラ
と
家
族
』

日
本
中

の
人
々
が
お
金
を
使
わ
な
く
な

っ

た
。
使
え
な
く
な

っ
た
人
も
多
く
い
る
が
。

使
わ
な
い
か
ら
、
よ
け
い
に
景
気
は
悪
く
な

る
。
縮
み
指
向
が
強
く
働

い
て
い
る
。
東
京

都
内

に
あ
る
銀
行
が
、
ピ
ー
ク
時
２
０
０
０

億
円
程
納
め

て
い
た
税
金
が
、
現
在
は
３４
億

円
位
し
か
納
税
し
て
い
な
い
そ
う
で
、
巨
大

な
東
京
都

の
財
政
は
急
速

に
悪
化
し
、
石
原

知
事
も
困

っ
て
い
る
そ
う
な
…
…
。
ど

こ
の

地
方
公
共
団
体
も
同
様
な
情
況

で
し

ょ
う
。

収
入

の
低
下
が
招
く
事
実
が
、

い
ろ
い
ろ

な
局
面

に
現
れ
て
き
た
。
国
に
も
会
社
に
も
、

家
庭

に
も
。
お
金
が
パ
ワ
ー
を
持
ち
す
ぎ

て

家
族
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
た
り
、
富
が
人
々
を

不
幸

に
し
た
り
、
人
間
関
係
を
ズ
タ
ズ
タ
に

し
た
り
し
た
。

し
か
し
、
今
年

の
正
月
用
品

の
売
上
が
過

去
最
高
だ

っ
た
と
い
う
。
鍋
物
が
静
か
な
ブ
ー

ム
を
呼
び
、
家
庭
料
理
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

が
以
前

に
な
く
盛
り
上
が

っ
て
い
る
。

そ
う

い
え
ば
、

こ
の
連
体
中
、
娘
が
熱
心

に
チ

ョ

コ
ク

ッ
キ
ー
や
パ
ン
を
作

っ
て
い
た
な
あ
～
。

私

へ
の
支
給
分
は
ほ
ん
の

一
カ
ケ
ラ
で
、
大

部
分
は
親
父
以
外

の
男

へ
回
る
そ
う
な
…
…
。

配
達

日
は
１４
日
（月
）
。

私

の
同
級
生
も
失
業
し
て
、
奥
さ
ん
と

一

緒

に
ス
ー
パ
ー

ヘ
行

っ
た
り
、
掃
除
し
た
り
、

食
器
を
洗

っ
た
り
、
結
婚
し

て
初
め
て
や
り

ま
し
た
、
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
奥
さ
ん

は
喜
ん
で
お
り
、
も
う
半
年
く
ら
い
、

こ
ん

な
生
活
を
続
け
た
い
と
願

っ
て
い
る
そ
う
な
…
。

家
族
が

一
緒

に
食
事
が
出
来
、
誰
も
が
協

力
し
あ
う
時
代
も
続

い
て
欲
し
い
気
も
す
る
。

森

　
信
之

ノ
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『イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
』

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
ネ

ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
言

葉
を
見
聞
き
し
な
い
日
が
な
い
く
ら
い
、

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
が
生
活
の
中
に
入
り
込
ん
で
き
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る

携
帯
ネ

ッ
ト
人
口
は
５
０
０
万
人

に
達
す
る
そ
う
で

す
し
、
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
者
は
人
口
の

三
分
の

一
に
も
達
す
る
勢
い
と
の
こ
と
で
す

（私
も
、

Ｐ
Ｃ
と
携
帯
電
話
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て

い
る

一
人
で
す
）
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
株
の
売
買
、
航
空
券
等

の
チ

ケ
ッ
ト
の
予
約

・
購
入
、

レ
ジ

ャ
ー
情
報
等
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
出
来
る
し
、
情
報
の
入
手
が
容
易

に
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
豊
富
な
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ

り
良
い
暮
ら
し
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

つ
か
む
事

も
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ァ
メ
リ
カ
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
、

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

を
所
有
し
利
用
す
る
技
術
を
持

っ
て
い
る
か
い
な
い

か
で
所
得
格
差
が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、

日
本

に
も
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

森
松
の
社
員
は
全
員
家
に
Ｐ
Ｃ
が
あ
る
の
で
す
か

ら
、
活
用
し
て
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う

（段
ボ
ー
ル
箱

の
家
に
は
住
み
た
く
な
い
で
す

ね
）。

岩

間

正

美

雉
黎
ｙ
巫

『意
味
な
い
じ
ゃ
Ｉ
ん
』

春
が
近
づ
く
に
つ
れ
ま
た
花
粉

の
季
節
が
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
去
年
の
倍
く
ら
い
の
花
粉
が
飛
ぶ
と

の
こ
と
で
す
。
私
も
昨
年
仲
間
入
り
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

毎
日
鼻
水
が
止
ま
ら
ず
病
院
に
行

っ
た
と
こ
ろ
検

査
で
、
先
生
か
ら
ス
ギ
で
す
ね
と
い
わ
れ
、

え
―
ス

ギ
？
　
あ
―
花
粉
症
か
、
と
い
う
具
合
で
す
。

私
が
は
じ
め
て
花
粉
症
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
の

は
、

１０
何
年
前
ぐ
ら
い
か
、
プ

ロ
野
球
選
手
が
春
先

は
花
粉
症
で
成
績
が
悪
い
と
か
言
う
話
を
聞
い
た
の

が
初
め
て
だ
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

プ

ロ
選
手
が
花

粉
症
ご
と
き
で
成
績
が
悪
く
な
る
な
ん
て
情
け
な
い

と
、
馬
鹿
に
し
て
い
た
の
で
す
が
…
。
私

の
場
合
は

仕
事
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
心
配
な
く
。
し

か
し
、
こ
れ
が
結
構

つ
ら
い
も
の
で
や
は
り
自
分

の

身
に
降
り
か
か

っ
て
み
な
い
と
人
の
痛
み
は
わ
か
ら

な
い
も
の
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
環
境
問
題

で
塩
ビ
を

燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
出
る
と
悪
者
扱

い
さ
れ

オ
レ
フ
ィ
ン
、
オ
レ
フ
ィ
ン
と
も
て
は
や
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
北
極
か
南
極
か
の
温
暖
化
に
よ
り
氷
が
溶

け
始
め
て
い
る
と
か
テ
レ
ビ
等
で
よ
く
聞
き
ま
す
が
、

オ
レ
フ
ィ
ン
を
燃
や
す
と
塩
ビ
の
倍
以
上

の
二
酸
化

炭
素
が
出
る
そ
う
で
す
。
う
～
ん
　
ユ思
味
な
い
じ

ゃ

ん
／
　
ま
た
、
塩
ビ
ほ
ど
リ
サ
イ
ク
ル
性

の
よ
い
も

の
は
な
い
の
に
、
な
ぜ
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
に
く
い
オ

レ
フ
イ
ン
な
ん
だ
ろ
う
、
う
～
ん
　
二思
味
な
い
じ
ゃ

ん
／
　
ま
あ
、
氷
が
溶
け
て
水

に
な
ら
な
い
と
わ
か
ら
な
い
の

轄鼈可̈
蘇̈
か細』駄間て、う～ん　鼻

吉

岡

孝

記

難
ら
し
の
ユ
）
セ
イ

『
熱

帯

色
ど

波
紋
１
月
号

に

熱
帯
魚

の
記
事
が

載

っ
て
い
ま
し
た

が
、
私

の
家

で
も

熱
帯
魚
を
飼

っ
て

い
ま
す
。

最
初
に
グ
ッ
ピ
ー

２０
匹
、　
ハ
ゼ
ー
匹

い
ま
し
た
が
、
グ

ッ
ピ
ー
は
半
年
ぐ
ら
い
で
全
滅
じ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
故
か

ハ
ゼ
は
、
年
々
大
き
く

な
り
５
～
６
セ
ン
チ
だ

っ
た
の
が
１２
～
‐３
セ
ン
チ
ま

で
大
き
く
な
り
、
４
年
目
で
大
往
生
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
４
年
も
付
き
合

っ
て
い
る
と
愛
着
が
わ
き
、

浮
か
ん
で
い
る
の
を
見
た
と
き
は
、　
シ
ョ
ッ
ク
で
し

た
。掃

除
を
し
て
い
て
水
槽
が
割
れ
て
し
ま
い
、
慌

て

て
変
わ
り
の
水
槽
を
買
い
に
行

っ
て
、
何
と
か

ハ
ゼ

だ
け
生
き
残

っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

今
、
新
し
い
ハ
ゼ
が
い
ま
す
が
、
眺
め
て
い
る
と

水
槽
を
割

っ
た
あ
の
日
の
事
を

思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

・
　

　

松

井

宣

和

′

ヽイン



《自分を深く掘る「仕事術」》 ～ 鷲 田 小禰太 著 ～

③ 人 間 術 ……・「いい仕事をする人は、その人と仕事とを前へ前へ押し出す人々がいる」私は、仕事をしていく

上で出会いを大切にします。そう考えていると、本当に素敵な出会いが有ります。またあの人は今どうしているのか

を考えていると、不思議と先方から連絡が来たりとか、心に止めて置くことで色々産まれるような気がします。著者

の言う恩義を大切に、さてその後恩返しになにをするか、返していく年齢に来たと思います。そうしないと次が産ま

れないような気がします。「わかっているんだけど」実行が出来ない。

④ 消 費 術 …… 「人間は生きる、消費するために仕事を、生産活動をしなければならない。」消費しないと出会い

が産まれない事もある。そして、酒を買って飲まないと次に進め無いこともある。著者は、酒を飲んでいなかったら

何件の家が立っていたかと記しているが私も思う。何回も酒をやめたら欲しい車が買えたと思った事がある。「わかっ

ているんだけどJ酒 はエネルギー、やめられません。

⑤ 空 間 術

⑥ 家 族 術 ¨̈ ¨少々この 2点 は、現在の私の境遇には似ているところがあるし2点 とも同内容に思えるので、一

緒にしました。著者は、空間術で「仕事の達人は、仕事場を選ばない」と記しているが、家族術で「家族から遮断さ

れた仕事場を持つ」と記していたり矛盾している部分がある。私もわからないが、家庭と仕事場が同じ場合、欠点は、

家 (仕事場)に帰るとどうしても家庭である。子供がお帰りと迎え、遊んでくれと言われる。良い点は、そのために

朝が大事にできる。通勤時間がないからだらだらするのでなく、朝誰よりも早く起きて仕事に集中できる。そうしな

いと時間が無いと言う観点になれる。それに私は、朝型だから良いかも知れない。帰って夜にでも日報も入れるべき、

「わかっているんだけど」…今年は頑張ってやろう。

丁o be continued… ・ 黒 松 康 郎

「気がきく人 気がきかない人」 ～ 山 形 琢 也 著 ～

私もモリマツに入社 して以来、こういった傾向の本を読む機会が今までよりかなり多くなりました。

どの本も最後には自分の気の持ち方ひとつでどうにでもなる、そして将来の人生には必ず役に立つことだと書いてあり

ます。

自分の事を冷静に分析してみると、やはりまだ当然気がつかなければいけない事にも気がつかず、後で気づきぞっとす

ることが多くあります。このままではいけないと常々思ってはいてもなかなか実行できていません。

私も気がきかない人のままで終わらないよう、何事にも注意深 く行動 して進歩して行きたいと、この本を読み深 く思い

ました。
坂  幸 広

≡宦
魃
≒罐
幸饒
≒魃
≒驀
宦
嚢

今
回
学
校
が
休
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
本

へ
帰

国
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
で
の
生
活
は
当
然

な
が
ら
半
分
学
生
の
上
海
の
生
活
と
は
変
わ

っ
て
忙
し

く
、
反
面
得
る
も
の
、
勉
強
に
な
る
も
の
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
は
こ
こ
上
海
で
の
生
活
を
日

本
の
よ
う
に
よ
り
充
実
さ
せ
た
も
の
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
月
で
中
国
で
の
生
活
を
始
め
て
ち
ょ
う
ど

一
年
と

い
う
事
も
あ
り
、
ふ
と
し
た
時
に
中
国
で
の
影
響
が
生

活
の
細
か
な
部
分
で
現
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
今
回
ち
ょ
っ

と
挙
げ
て
み
ま
す
。

・
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
必
ず
持
ち
歩
く
よ
う
に
な

ス
υ
。

ｏ
ジ

ュ
ー
ス
よ
り
も
お
茶
を
よ
く
飲
む
。

ｏ
人
見
知
り
し
な
く
な
る
。

・
寒
い
と
こ
ろ
で
も
平
気
に
な
る
。

・
タ
ク
シ
ー
を
す
ぐ
に
使
い
た
く
な
る
。

こ
こ
ま
で
で
も
、
こ
ち
ら
で
の
生
活
が
ど
の
よ
う
な

も
の
か
少
し
想
像
が

つ
く
と
思
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、

ｏ
道
行
く
人
の
顔
が
時
に
中
国
人
に
見
え
て
く
る
。

と
い
う
こ
と
ま
で
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
が
中
国
に
行

っ

た
人
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
こ

こ
は
や
は
り
日
本
人
は
海
の
向
こ
う
か
ら
渡

っ
て
き
た

人
た
ち
な
ん
だ
と
い
う
事
を
感
じ
ま
す
。
か
と
い
っ
て

知
ら
な
い
人
に
中
国
語
で
話
し
か

け
た
り
は
し
ま
せ
ん
で
す
が
…
。

森
　
直
樹

′



薇颯洒吻緻
の

０

つ

０

０

０

０

０

０

０

０

０

ｍ
｝
　
　
１
日
Ｑ
　
中
国
情
報
会
　
１８
時
～
　
一呻

０

　

４
日
ω

第

一土
曜
日
休
み
　

　

の

“
｝
　
　
６
日
ω
　
坂
井
田
さ
ん
誕
生
日
　
　
一呻

の

　

１１
日
ω

第
二
土
曜
日
休
み
　

　

の

の

　

２２
日
③

経
営
〈妻

１５
時
１０
分
～
の

一中
　
　

２５
¨

ω

申
峰
一
』

日
向
一
３０
分
～

中

の

　

２７
日
０

西
□
さ
鼻
壁

日
　

　

の

い
｝
　
　
３０
日
の
　
久
保
田
さ
ん
誕
生
日
　
　
一呻

０

０

０

０

０

０

０

０

０

り

の

の

第 2回 永年会ボー リング大会 (年 1回 )を、平成12年 1月 22日 0、 ロイヤルボウル名古屋にて

17時 15分ゲームスター ト、33名 参加 (社員・パー トさん・特別ゲス ト)に より、激 しい賞金争奪

戦となりました。

今回は、賞金を上位のみではな く、全体にばらまいて多 くの方に賞金が入るようにしましたが、

運悪 く賞金が手に入らなかった方は、運が悪い人です ?(次回、頑張って下さい/)又 、ゲーム

終了後、 lFの レス トランにて、少々のアルコールと軽食にて反省会 ?を しながら、 ワイワイと

おしゃべり (前向きな仕事の話)を して、ボー リング大会も幕を閉 じました。

(上位入賞者)優勝 :光田さん 2位 :坪井さん 3位 :村田

*優勝候補の岩間さんは、 17位 と期待を裏切 り (実力発揮か ?)、 3位の私は、

し遠慮 して3位 (予定通り ?)、 2位の坪井さんは、やはり、お上手です。

優勝の岩のり(光 田)さ んは、上機嫌で優勝賞金 (7000萬 円)を手にしました。

次回のボー リング大会は、岩のり (光 田)さんに勝ちます /

絶対に負けないぞ/

幹事ですので少

響
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ら
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。

社
内
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
慌
た

だ
し
い
日
々
を
過
ご
し
な
が
ら
も
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら
を
振
り
返
る

と
、
新
年
会
や
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、

ス
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が
あ

っ
た
り
、
期

待
の
新
人
中
村
さ
ん
と
ベ
テ
ラ
ン

新
人
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藤
さ
ん
が
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場
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、

雪
が
降
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た
り
と
、
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回
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で
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り
に
い
ろ
ん
な
出
来
事

や
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あ
り
ま
す
。

私
自
身
、
最
近
の
大
き
な
変
化

は
、
「夜
型
人
間
」
か
ら

「
や
や

朝
型
人
間
」
に
変
身
し
た
こ
と
で

す
。
約
３０
分
く
ら
い
今
ま
で
よ
り

早
寝
早
起
き
に
な
っ
た
だ
け
な
の

で

「
や
や
」
で
す
が
、
自
分
の
中

で
は

「大
変
身
。
」
と
思

っ
て
い

ま
す
。
理
想
は
朝
の
鶴
舞
公
園
で

軽
く
大
極
拳
を
し
て
か
ら
出
社
す

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、

「朝
型
人
間
」
を
持
続
す
る
よ
う

３
月
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

《一甍簗銀蜻暫小沢由紀子 ′


